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for　I．3t　pg／25　cms 　of 　Zn2 ＋ （10　determinations），
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EDTA に よる硫黄の 非水伝導度滴定

吉村 　長蔵 ，　 西 口 　年彦   ＊

（lg82　耳1　5　月　31　口 受 理 ）

　硫 化 物 イ ナ ン の エ チ レ ソ ジ ア ミ ソ 四 酢 酸 （EDTA ）伝導度 滴 定 法 に つ い て は 既 に 報告 し た の で ， 本報

で は ，N
，
　N 一ジ メ チ ル ホ ル ム ア ミ ド （DMF ＞ と ピ リ ジ ソ 混合 溶媒中 に お け る 硫黄 の EDTA 伝 導度滴 定

を 検 討 し た ．硫黄 は ， 塩 基｛生 溶 媒 で あ る ピ リジ ン に 溶解 （約 O ・4　mol 　dm −3）す る の で ，溶 解 後 DMF

に て 希 釈 し，硫黄 と EDTA と の 反応 を 伝導度滴 定 法 に よ り検 討 し た ・そ の 結果 ， 硫黄 と EDTA と の

モ ル 比 が 4 ： 1 に な る 点 に 終点 が 得 ら れ ，短 時 間 で 簡便 に 硫黄 の 定量 が で き ， 従 来 法 に よ る 分 析 値 と も

よ く一致 し た ． 滴 定 に 際 し て ， 有機硫 黄化合物 の 影 響 は み ら れ ず ， 水分 も 工％ 以 下 で あ れ ば 結 合比 に

影 響 は 認 め られ な か った ．

1 緒 言

　硫化水素 や 硫化物 イ オ ソ を 金 属 イ オ ソ と 反応 さ せ た 後

過剰 の 金属イ オ ソ を エ チ レ ン ジ ア ミ ソ 四酢酸 （EDTA ）

で 滴定す る硫化物 イ オ ン の 間接滴定法
1） は 知 られ て い る

が ， 単体硫黄 の EDTA に よ る直接滴定 は 行 わ れ て い な

い ．一
般 に ， 単 体硫黄 の 定量方法 と して は 電 流滴定法

2
 

吸光光度法
3）4），重量 法 5），抽 出 容 量 法 6） な ど があ り，又 ，

特 に ボ ソ ブ式硫黄分析法
7 ）が多 用 され て い る が こ れ らの

方法は 相当 の 熟練を 要 す る ．

　本報で は ， 硫黄が ピ リ ジ ソ に 溶 解す る 性質を利 用 し ，

1＞，
N 一ジ メ チ ル ホ ル ム ア ミ ド（DMF ）中 に お け る EDTA

伝 導度滴定を 検討 した ．本法に よ る と操作が簡便で ある

た め ，他 の 定 量 方法 に 比 べ て 容 易 に 硫黄 を定量す る こ と

が で きる．

2　試薬及 び装 置

2 ・ 1 試 　薬

DMF ： 市 販品 を 無 水硫酸 ナ ト リ ウ ム を 加 え て 脱 水 後

＊
近 畿 大 学 理 工 学 部応 用 化 学 科 ： 大 阪府東 大 阪市小若

　 江 3−4− 1

減 圧 蒸留 し て 使 用 し た ．含有 水分 の カ ール フ ィ ッ シ ャ
ー

法 に よ る 測 定 結 果 は ， 約 （O．03〜O・04）％ で あ 一．・た ・

　 ピ リ ジ ソ ： 市販品 を 水 酸化 カ リ ウ ム を 加 え て 脱 水 後 ，

蒸 留 し て Il5 ° C の 留 分 を 便 用 し た ．

　EDTA
，
1

，
2一シ ク ロ ヘ キ サ ン ジ ア ミ ン 四 酢酸 （CyDTA ）

及 び ニ ト リ ロ ト リ酢 酸 （NTA ）： ドー
タ イ ト製 品 を そ の

ま ま 使 用 し た ．

　硫黄 ： 関 東化学製特級 品 （純度 99 ，5 ％）を　100　
ec

で 2 時間乾 燥 し ， 粉砕 し て 60 メ ッ シ ュの ふ る い に か け

た も の を使 用 し た ．

　 有 機 硫 黄 化 合 物 は ，す べ て 市 販 特級 品 を そ の ま ま 用 い

た ．

　2 ・2 試液の調製

　 EDTA の DMF 溶 液 の 調 製 方 法 は，既 報 s） に 従 っ た ・

　硫黄 の DMF 溶 液 は ，精 ひ ょ う し た 硫 黄 を ピ リ ジ ン

に 常 温 で 溶 解 後 ，DMF で 希 釈 し 定容 と し た ．な お ， 試

薬 は す べ て 且X10
− 2mol

　dm − 3
程度 に 調 製 し ， 試料溶

液 中 の ピ リ ジ ン の 量 は 体 積比 で 5 ％ の も の を 用 い た．

　2・3　装 　置

　 伝 導 度 滴 定 装置 は ，東 亜 電 波 社 製 CM −2A を， カ
ー

ル フ ィ ッ シ ャ
ー水 分 測 定 装置 は ，三 菱 化 成 デ ジ タ ル 自動

水 分 測 定 装 置 KF −01 を 使 用 し た ．
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3 結 果及 び考 察

　3・ 1　硫黄の試料溶液

　硫黄 は 、 ピ リ ジ γ に 対 し 約 0・4 皿 ol　dm
−3

程度 （25
°c） 溶 解す る．Fig ・1 に 示す よ うに ， 硫 黄を ピ リ ジ ソ

に 溶解 させ DMF で 希釈定容 と し た直後 は 伝導性を 示 さ

な い が，そ の 後，しだ い に 伝導度 を 増 し 約 （30〜40）時

間後 に は ほ ぼ
一

定 とな る， こ れ ｝よ， 硫黄 が ピ リ ジ ン に 溶

解 し た 当初 は ，
ピ リ ジ ン と接触 イ オ γ 対 を生成す る た め

伝導性を示 さない が ， そ の 後，DMF に よ っ て 解離が促

進 さ れ ， 更 に 生成 した 陽イ オ ソ が DMF に よ り溶媒和 さ

れ て 安定化す る た め に 伝導度が 上 昇す る と考え られ る．

そ の た め ，溶 液 を 加熱す る こ とに よ リ イ オ ソ 対 の 解 離 が

進行 し て 溶液 の 伝導度 は 速 や か に
一

定 と な る．しか し，

分析 の 結果，硫化物 イ オ ソ は 検出で きな か っ た ．又 ， こ

の 硫黄 の 試料溶液は，多量 の 水が混 入 す る と硫黄を遊離

す る．

　3・ 2・2　硫黄の伝導度滴定　 DMF 中に お ける硫化水

素 の EDTA 伝導度滴定法 は ，既 に 報告
9 ｝ した ．

　本報で は ， 硫黄を ピ リジ ソ に 溶解させ ，こ れ を DMF

中 に お い て EDTA に よ り伝導度滴定す る こ と を検討 し

た ．Fig．2 に 硫黄 の EDTA に よ る伝導度滴定曲線 を

示 す．そ の 結果，硫黄 と EDTA との モ ル 比 が 4 ： 1 の

点 に 明 り ょ うな終点 が 得 られ た ． こ の 反応は EDTA の

代わ りに GyDTA ，　NTA な ど を 用 い た 場合は ， 硫黄 と

GyDTA は 4 ： 1
， 硫黄 と NTA は 3 ： 1 の モ ル 比 で 反

応 が 認 め られ た が，シ ュ ウ 酸 ， 安 息香酸な どの カ ル ボ ソ

酸 を 用 い た 場合 に は 認 め られ な か っ た ．又，硫黄 の 溶剤

と し て ピ リ ジ ン の 代わ りに ベ ン ゼ ソ ，二 硫化炭素 ，
DMF

を用 い て 硫黄を溶解後 ，
DMF で 希釈 した 試料に つ い て

は キ レ
ー

ト試薬を用 い て も反 応は 認め られ なか っ た ．
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Fig． 1　 Relationship　between　conductivity 　of 　sam 一

ple　 solution 　and 　 standing 　time

Sample ：Sulfur　in　DMF （5 ％ pyridine ）　1× IO−2mol
dm −3

　3・2　伝 導 度滴 定

　3 。2 。1　伝導度滴 定法　　滴定 は ， 滴定用 セ ル に 試料

溶液の
一

定量 を 採取 し た 後，約同体積の DMF を 加 え

EDTA の DMF 溶液で 滴定 した ．た だ し ， こ の 試料溶

液は ，40　
DC

で 約 1 時間加熱 して
一

定 の 伝導度 を示す よ

うに な っ た もの を用 い た．

　滴定速度は ，0・5cmS 　 min
− 1

で 行い ， 滴定標準溶液 と

試料溶液 と の混合が均
一

に な る よ うに 十分 に か くは ん し

た ．
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Fig．2　 Conductometric　t三tration 　curvcs 　 of 　 sulfur

　 　 　 　 with 　 EDTA 　 in　the 　 mixed 　solvent 　 of 　 DMF

　　　　 and 　pyridine

　 　 　 　 Sample ：Sulfur　 in　 DMF （5 ％ pyridine） 1× 10−2mDl

　 　 　 　 dm
’3　（1）10cm3 ，（2） 15cm3 ，（3） 20　cm3 ； Titrant ：

　 　 　 　 EDTA 　in　DMF 　l　x　10’： mor 　dm −3

　3。2・ 3　ピ リジ ン 量の 影響　 硫黄 は ，ピ リ ジ ン に 溶解

さ せ た 後 DMF で 希釈定 容 して 試料溶液 と し た が，こ の

場 合 の DMF に 対 し て共存可能な ピ リ ジ ソ の 量 に つ い て

検討 し た ．

　Fig・3　に 試料溶液 中 の ピ リ ジ ン の 共存量 が終点に 及

ぼ す影響 を示 した ．　 （1 ）は試料溶液中の ピ リ ジ ソ が 体

積比 で 5 ％ ， （2 ） は 10％ ， （3） は 15％ の 場合で あ

る．

　滴定 の結果， ピ リ ジ ソ が 10 ％ 以下 の 場合 は 終点 に 影

響 しな い が ，15 ％ 以上 で は終点は 現れ な い ．よ っ て ，
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Fig，3　1nfluence　of 　 pyridine　 on 　conductometric

　 　 　 　 titration 　 curves 　 of 　 sulfur 　 with 　EDTA 　in

　 　 　 　 the 　 mixed 　 solvent

　 　 　 　 Sample ： Sulfur　 in　 the 　 mixed 　 so 工vent 　 of 　 DMF 　 aJid

　 　 　 　 pyrid；ne 　 lx 且01zmQl 　 dm
−3，　丑U   3　 （1） Pyridlne −

　 　 　 　 5 ％．　（2）　Pyridine −IU ％，（3）　Pyridine−】5 ％；　
「
「itrHnt ：

　 　 　 　 EDTA 　ill　DMF 　 l × 且0−2mol 　 drn
−［t

試料溶液中 の ピ リ ジ ソ の 共存量は ， 1xlO −2mol
　dm

−
3

の 試料溶液 を調製す る 場 合 に は 10％ 以 下 で あ る こ とが

必要 で あ る と思 わ れ る．

　3・2 ・4 　反 応機構　 硫黄は ，
ピ P ジ ン を溶剤と して 用

い た 場 合 の み DMF 中 に お い て EDTA と 反応 す る．

又 ， こ の 場合 ， 共存す る ピ リ ジ ソ の 量 に は 限界 が あ っ

た ． こ れ らの 結 果を参考 に し て 反 応 の 機構 を 推定 し た ．

　次 に こ の 硫黄 と ピ リ ジ ン の 反応物を DMF で 希釈す

・ ・式 （・）に 示す ・ うに ピ ・ ジ ・ が 配位 ・ た ［・（・・）］
t

DMF が 生成 し式 （3） の よ うに EDTA と 置換反応が

起 こ る もの と考 え られ る．しか し ， ピ リ ジ ン が過剰 に 存

在する と DMF に よ る 溶媒介入 イ オ ン 対 の 式 （2 ＞に 示

す解離反応が妨げ られ接触 イ オ ソ 対 に 近 い 状態とな る た

め EDTA と置換反応 を 起 こ さ な くな る の で ， 共 存 ピ リ

ジ ソ 量 に 限界が ある と考え られ る．

　3 ・2 。 5 水分及び無機酸の 影 響　 体積比 で 5 ％ の ピ

リ ジ ソ を 硫黄の 溶剤 と し た 1 × 10“2mol 　dm −3
の 試料

溶液中の 水分は ， カ
ール フ ィ ッ シ ャ

ー
法 に よ る 測定 の 結

果約 O・06 ％ で あ っ た ． こ の 程度 の 水分 量 は 反応 に 影響

が な い が ，水分 量 が 増す と 式 （4 ） で 示す反応 が 進行 し

て終点に 影 響を 与え る．そ の 結果を Fig・4 に 示す．

［・ （・・）］士・ M ・・ H
・
・

　　　　一一 ［・（・・）］±H ・・ ＋ DM ・

翌巴 ［・（H2 ・）］tH2・
H20

− 一・一一→ S （H20 ）x

　

）

　

4

　

（t
ー

　 （1 ） は 試 料溶液 中 の 水 分 量 が 体積 比 で 1 ％，（2 ） は

2 ％，（3）は 5 ％ の 場合 で あ る．滴定 の 結果 ， 水分量

は 1 ％ 以下 で あれ ば 終点 に 影響 は 認 め られな い ． し か

… ％ で は 飜 和 … 種 ［・（・・）］土・ M ・ の
一

部が

変化 し，終 点 は 計算値 よ り 負に ずれ る． 更 に 水分量 が

　　　　　　　　　　　　　 5 ％ に な る と終点 は 認 め

〈 　 　 　 ／丶 、 　 Py・tdii：e ／丶 、
　　　　　　　　1　 −一 一→ il　 l．　　　 ………・一 ……………一 一 ・・（1 ）ll　 I十 S − 一→ ll
丶 N ノ 　 　 　 　 ＼N ズ S ＋

　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　
＼ N ／

〃S （Py）
＋

　　　　　（接触 イ オ ソ 対）　　 （溶媒介入 イ オ ン 対）

◎．
，、“ 、

．

− DM − ［◎，
−P・］・［・・Py・］

士… ……………一 ・・一 …

　 　　 　　 　　　 　　 　　 （遊離 イオ ソ 対）

　 　　 　　 　　　
一

：00CCH2　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　 CH2COO ：
一

・［・（・・）］
：・ M ・＋　　　　　　　　　　　　　〉・ ・ H

・
GH

・
N ＜

　　　　　　　　
一

，OOCCH2　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　 CH2Coo ：
−

　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　　 CH2COO ；
一＋ S　　S ＋

一
：00CGH2

　　　　　　　　＞NCH ・・H
・
N ＜

　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　　 CH2COO ：
一÷ S　　S ＋

『
：OOGGH2

一
〉

十 4DMF 十 4Pyridine 　………（3）

　式 （1 ） の よ うに ， 硫黄 は ラ ジ カ ル 的 に 反応性 に 富

み ， 又 ， ラ ジ カ ル ic対 して 強 い 溶媒和を示す ピ リ ジ ン と

反応 し て 接 触 イ オ ン 対を生 じ、更 に ピ リ ジ ン の 介入 に よ

っ て溶媒介入 イ オ ソ 対 とな る． こ の とき生成 し た S “

も

ピ リ ジ ソ に よ っ て 配位さ れ る ．

られ な くな り ， 30 ％ 以

上 で は硫黄 が遊離す る．

　又 ，滴定 に 際し て 無機

酸 （塩酸 ， 硝酸 ， 硫酸 な

ど）共存 の 影響を検 討 し

た 結果，い ずれ の 酸 も硫

黄 の 10 分 の 1 程度存在

す る と終点 は 認 め られ な

くな る．

　3 ・2 ・6 　有 機硫 黄 化 合

物 の 影響　 　 チ オ フ ェノ

ール ， ジ メ チ ル ス ル フ ／

ド，チ オ フ ェ ソ な どの 有機 硫黄化合 物の 共存 の 影響を 検

討 し た．そ の 結 果 ， こ れ ら有機硫黄化合物は ，DMF と

ピ リ ジ ソ の 混合溶媒 中 に お い て EDTA と反応 し ない た

め ， 共存す る硫黄 の み を 定量す る こ とが で きた ．

　 し か し ， 大過 剰 の 有機 硫黄化合物 の 共存は 終点が不 明
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Fig．4　1nHuence 　of 　water 　on 　conductoTnctric 　titra−

　 　 　 　tion　 curves 　 of 　 sulfur 　 with 　EDTA 　in　the

　 　 　 　 mixed 　 solvent

Sampl 巳 ： Su 星fur　 in　 DMF （5 ％ pyridine） lX 正0−2 皿 ol

dm ’3
　 （1）H ！O −1％．　（2）H20 −2 ％，（3）H ：O −5 ％ ；

Titrant ；EDTA 　in　DMF 二xlO
−2　mol 　dm −3

りょ うに な る の で ， 有機硫黄化合物 の 混 合限界 は 硫黄 に

対 して 数倍濃度 で あ る ．

3・3　分析例 と定量限界

　Table　 l に 本法 に よ る硫黄 の 定量結果 の
一

例を示 し ，

Table　2 に 市販特級 品 の 純度 測定の 結果 lt　JIS法
1°）と比

較し て 示 した ．

　又 ，本報 に お け る硫黄 の 定量 は ， 約 4x 　10−3mol 　dm ’3

ま で 可能 で あ っ た ．

4 結 論

　 1）MF 中 で 硫化物 イ オ ン を EDTA を 用 い て 滴定す る

方法 は 既 に 報告 し た が ， 単体硫 黄 の 定量 は 不 可能で あ っ

た ．

　本報 で は ，
DMF を 主溶媒 と して 単体 硫黄 と ピ リ ジ ン

と の 反応 生 成物 を EDTA で 直接滴 定 す る こ と に よ り，

単体硫黄 の 簡易定 量が可能と な っ た． こ の 際 ， 定量 の 基

礎 と な る 硫黄 と EDTA との モ ル 比 は 4 ： 1 で あっ た ．

　 ピ リ ジ ン の 共 存量 は ，
1xIO ’2mol

　 d 皿
一3

の 試料溶液

を調製す る 場合 に は 且O ％ 以 下 で あ る こ と が 必 要 で あ

る．又 ， 滴定 に 際 し て 有機 硫黄化合物 の 影響 は 認 め られ

な い が ，水 分の 共存限度 は 1 ％ 以下 で あ り ， 無機酸の

共存限度 は 硫黄 の 10 分の 1 程度で あ っ た．

　本報 に よ る と約 4 × 10−3mol 　dm − 3
　ま で の 硫黄 の 定

量 が 簡便 に で き ， 従来法 に よ る 分析値 と も よ く
一

致 し

た
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）
）

）
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Table 　l　 Determination 　 of 　sulfur 　by　this　 methOd

Sample 　 taken （mg ） Fou皿 d （mg ） Relative　 errer （％）

3，234
．856
．479
．70

3．224
．836
．449
．67

一〇．31
− O．41
− o．46
− O．31

Table 　 2Determinatlon 　of 　purity　of 　sulfur

（JISK8088）

Sa 山 Ple
　 　 　 Purity （％）

一 　 　 　 　
’
−

This 　 me 出 od 　 　 JIS　 mc 匸hQd

Sulfur　（JIS　K 　BO88）

Average

79606869四

999999

78

田

6868

四

999999

　NonaqueOUS 　 conducto 皿 etric 　titration　of 　sulfur

wi 出 EDTA ．　 Chozo 　Yos 田 MuRA 　and 　Toshihiko　NIsHI・
GuGHI （Dcpartment　 of 　Applied 　Chemistry

，
　Faculty　 of

Science　 and 　Eng 三neering
，
　 Kinki　 University， 3−4−1，

Kowakae
，　Higashiosaka−shi ，　Osaka ）

　 Thi8 　 experiment 　deals　 with 　determination 　 of 　 su 置fur
with 　 ethylenediaminetetraacetic 　 acEd 　（EDTA ） N

，
　N −

dimethylformamide （DMF ） solution 　 by 　 nonaqueous

conductometric 　titration 　using 　 the 　 mixture 　 of 　 DMF
and 　pyridinc　for　solvent 　 of 　sulfur ．　Th 巳 result 　showed

that 　 sulfur 　 reacted 　with 　 EDTA 　 at 　 the 　 molar 　 ratio 　 of

4 ： 1．　 The 　 reaction 　 was 　 considered 　to　be 　 substitued

reaction 　between　EDTA 　 and 　 reactant 　 of 　 sulfur 　 and

pyridine　in　DME 　Sample 　solutiens 　were 　prepared　by
dissolving　sulfur 　in　pyridine　and 　 di且uted 　 with 　 DMF ．
In　this　 experiment

，
　 the 　 c   xi8tence 　 rate 　 of 　 pyridine

in　the 　sample 　solution 　was 　5 ％ at 　 the 　 voIume 　 ratio ．
Less　than 　 1 ％　of 　 water 　 gave　no 　 inHuence 　 on 　 the

in且ection 　point．　 The 　limit　of 　determination 　 was 　about

N 工工
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4 × 10 −smol 　dm −30f
　8ulfur ．　 This　 mcthod 　 was 　 easy

for　the 　preparation 　of 　sample 　solution
，
　 and 　 was 　 able

to　 determine　 su 置fur　 by　the 　 direct　 conductometry ．

　　　　　　　　　　　　（Received 　ム！1ay 　31，　1982）

　　麁 〃WOJTI 、phrases

determination 　 of 　 sulfur ； EDTA 　 conductometric 　 titra−

　tion ； mixed 　solvent ； N
，
　ALdimetylformamide ； pyri−

　 dine．

液 ・ 液分配法に よる食品 中の 合成及び天然着色料の 系統的分析法
＊

伊藤誉志 男  ， 外海泰 秀
＊＊ ，　三 ツ 橋幸正 ，　浜野 　孝 ， 松木幸夫

＊＊＊

，

加藤 太郎 ，　 藤原孝行
＊＊＊＊

， 小川俊次 郎 ， 豊 田正 武 ， 慶 田雅洋
＊ ＊

（1982 年 7 月 26 口受 理 ）

　多 種 類 の 食品中 の 種 々 の 許可及 び 不 許可 タ ール 色素及 び 天 然 色 素 の 統
一

的 か つ 系統 的 な 分 析 法 の 確 立

を 目 的 と し て ・ 液 体 陰 イ オ ン 交 換 樹 脂 ア ン バ ーラ イ ト LA −2 を 用 い る 液
・
液分配法 を検討 し た． 試料

中 の 色 素 を ア ン モ ニ ア ア ル カ リ性 下 1一ブ タ ノ ール で 抽 出 し ， 次 い で 酢 酸酸 性 下 5 ％ LA −2 含有 1一ブ

タ ノ
ー

ル で 抽 出 し た ．抽 出液 を 合 わ せ ， 濃縮 し， ヘ キ サ ン を 加 え た 後 ， ア ソ モ ニ ァ 水 ，次 い で 酢酸 で 抽

出す る こ と に よ り，色 素 を 油 溶 性 ， 塩 基 性 ， 酸性色素 に 系統 的 に 分 画 し た ・各分 画 は 簡単 な 後 処 理 を し

た 後 ， 薄層及 び ペ ーパ ーク P マ ト グ ラ フ ィ
ー

で 定 性試験 を ， 高速液体 ク 卩 マ トグ ラ フ ィ
ー

で 定量試 験 を

行 っ た ．食 品 か ら の 添加 回収率 は
一

部 の 色素 を 除 き 80 ％ 以 上 と 良好 で あ っ た ．

1 緒 言

　食品添加物 と し て 許可 され て い る 合成着色料は ， 使用

で き る 対象食品 に つ い て は 制限 さ れ て い る が ，そ の 使用

量 に関す る規制は 銅 ク ロ ロ フ a ル 及 び銅 ク ロ ロ フ ィ リ ン

ナ ト リ ウ ム を除 い て は 定 め られ て い な い ．又 ， 天然着色

料 に つ い て は ， こ ん ぶ 類 ， 食肉，鮮魚介類，茶， の り

類 ， 豆 類 ， 野菜 ， わ か め 類 を 除 き使用対象食 品 に 制 限 は

な く，使用量も何ら 定 め られ て い な い の が 現 状 で あ る．

し か し，FAOIWHO 食品添加物専門委員会 で は 着色料

の 1 日 摂取許可量 に つ い て 勧告 して お り
1 ）−4），今後は 日

本で も着色料の 量的規制が実施 され る こ とも考 え られ る

の で ，食品中の 色素を 定量する方法 の 確立が 望 ま れ て い

る．

　現在 よく用 い られ て い る 衛生試験 法 ・注解
5） に は ，

ぺ

　
＊

食用色素 の 系統 約 分 析 法 に 関 す る研 究 　第 1報

　
＊＊

国立 衛 生 試験所大 阪支 所 ： 大 阪府大 阪市東 区 法 円

　　 坂 1−1−43
＊＊＊

神戸市 環 境 保 健 研 究 所 ： 兵 庫 県 神 戸 市 中 央 区 港 島

　　 中町 4−6
＊＊＊＊

＝
ッ カ ウ ヰ ス キ ー（株）西宮 工 場 ； 兵庫 県西宮市津

　　 門 飯 田 町 2−ll8

一パ ーク 卩 マ ト グ ラ フ ィ
ー（PC ）又 は 薄層 ク ロ マ ト グ ラ

フ
ィ
ー

（TLC ）に よ る 定性法 の み が 記載 され て お り ， 定

量法 は い ま だ 定 め られ て い な い ．食 品中 か らの 食用色素

の 定量法 に は ，
ポ リ ァ ミ ドe）

， セ フ
ァ デ ッ

ク ス
7 ），DEAE 一

セ ル ロ ース
8） 及び イ オ ソ 交換体を 用 い る 方法 e）〜14） が報

告 され て い る．しか し こ れ ら の 方法 は い ずれ も対象色素

が 限 られ て お り，又 ，食品 の 種類 に よ っ て 前処理 法が そ

れぞれ異 な っ て い る．著者 らは 多種 類 の 色素及 び食品 に

つ い て 前処 理法 を 統
一

し，か つ 系統的な分 析法 を 開発す

る こ とを 目的 と して ，液体陰 イ オ ソ 交換体 を用 い る 液 ・

液分配法 に つ い て 検 討 し 良好な 結 果が得ら れ た の で 報告

する，

2　試料 ， 試 薬及 び装置

　2 ・ 1 試　料

　 市 販 の み か ん 果汁 入 り 清涼飲料水　（ソ フ ト ド リ ン ク

ス ），
バ タ ーク ッ キ ー，た く あ ん 漬 ， 焼 き か ま ぼ こ を 用

い た ．

　2 ・2 　試　薬

　Amberlite 　LA −2 ： オ ル ガ ノ 製 ，　 N 一ラ ウ リ ル 　（ト リ ア

ル キ ル メ チ ル ）ア ミ ン （第 2 級） で ， 炭素 数 12〜15 の
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